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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 Fusic 

 

[企業 ID]  5256 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 会社説明会 

 

[イベント名]  個人投資家向けオンライン会社説明会「第 49 回福証ＩＲフェア」 

 

[決算期]  2024 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2023 年 11 月 22 日 

 

[ページ数]  24 

  

[時間]   14:00 – 14:45 

（合計：45 分、登壇：35 分、質疑応答：10 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長   納富 貞嘉 （以下、納富） 

取締役副社長    濱﨑 陽一郎（以下、濱﨑） 

  



 
 

2 
 

登壇 

 

濱﨑：皆様お忙しい中、今回はこの IR フェア、我々の決算説明も含めた会社説明会にお越しいた

だき、本当にありがとうございます。 

今日は、我々の会社がどういうことをやっているのかということをお話し、そして、11 月 10 日

に、第一四半期の決算を発表いたしましたが、概要及び通期の業績予想、また今後の成長戦略、

我々がどういう事業を今後やっていくかというところを約 30 分程度、お話をさせていただきま

す。また、その後は QA に移りたいと思っております。 

まず、事業概要からお話をしたいと思います。我々Fusic は、福岡市の天神にあります。オフィス

の中が、写真の通り、非常にオープンな環境で仕事をしています。また、働き方という観点でも、

リモートワークやフルフレックス制度を取り入れていて、社員が自由に自分の力を発揮しやすい環

境、あるいは時間で仕事をするということを推進しております。 

 

続きまして、我々のボードメンバーについてお話をしたいと思います。代表の納富も今オンライン

で入っていますけども、二人で九州大学の大学院の学生の時に、会社を起業しました。そういった

意味ではですね、本当にこの福岡で生まれて、そして皆さんに育てていただいた会社かなという風
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に思っております。続きまして、ボードメンバーとしてご紹介するのが社外取締役の安浦寛人氏で

す。実は我々の大学時代の恩師にあたります。我々二人は当時、非常に社会経験も乏しく、視野も

まだまだ狭いというところで、広い視野と、高い知見を持った安浦氏に参画いただいております。

また、監査役として 3 名、我々の周りを固めていただいてビジネスを推進しております。加えて、

小田が執行役員として管理部門を率いております。 
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沿革ですけども、2003 年に会社を設立いたしました。今年で設立から 20 年経ちました。一つ、こ

この資料のところでお話をしたいと思うのは、スタートアップは、一つのサービスを突き詰めて伸

ばしていくというスタイルのところが非常に多いのかなと思うんですけども、どちらかというと

我々は、様々な技術やサービスを、思考錯誤ももちろんありながらですけども、提供してきており

ます。と言いますのも、今、20 年やってきておりますけども、20 年前にもてはやされていた技術

が、じゃあ今本当にどれだけ残っているのか？この間には、スマートフォンも登場しましたし、生

成 AI なんていうものは、1 年前にやっと世の中に出てきた。そういった意味においては、やはり

我々はテクノロジー、特に、僕は技術を大学の時に学んできたというところで言いますと、技術っ

ていうのは本当に変わる。新しい技術は、非常に大きな影響をもたらす観点からすると、やっぱり

我々自身も新しい技術に即して変わっていって、その都度ごとに最適なものを提供するということ

をしていかなければいけない。そういう風に思っておりますので、クラウドコンピューティングや

AI、そういったものをキャッチアップしながら、世の中、お客様のニーズを捉えながら、しっかり

と技術とビジネスを繋いできたという風に言えるのではないかなと思っております。 

 

 

その中では、今 DX という言葉が非常に世間では大きなバズワードになっているのかなという風に

思っています。DX というのはですね、いろいろと捉え方があるんですけども、こちらは、経済産

業省のＤＸレポートから、我々がリバイスしたものになっております。実は、日本はですね、やは

りこの DX レベルがまだまだ非常に低い状態にある DX レベル０、あるいはレベル１というところ
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で、いかにそこからレベルを上げていくかというところが、やはり我々のビジネスとして非常に重

要なポイントかなと思っております。 

 

実際問題として、この DX 市場っていうのは、国内というところで言うと、2030 年度予測で 5.2

兆円あると言われております。また、我々が非常に大きなマーケットで、今も既存のお客様として

リレーションを構築している自治体とか大学研究機関というところの DX の需要及びニーズ、特に

パブリックセクターで 12 倍という高い成長率が見込まれておりまして、やはり我々はこういった

成長率の高い分野をターゲッティングしながら、ビジネスをしていきたいと考えている状況です。 
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さて、このクラウドインテグレーションのビジネスをしていくにあたって、特に、自治体や大学研

究機関に対して、この図にある通り 194 の学術研究機関様へ、アマゾンウェブサービスという、

世界で最もシェアの高いクラウドコンピューティングのサービスのパートナーとして、インフラを

担うという部分で多くのビジネスをさせていただいております。 
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その中で事例としてお話をしたいんですけども、一つがですね、文部科学省様が提供する

MEXCBT というサービスになります。これは、小中初等教育の学校において、コロナ禍において

児童の皆さんにパソコン、タブレット端末を配ったわけなんですけども、そのタブレット端末のプ

ラットフォームです。そのプラットフォームを内田洋行様と一緒に、日本全国の小中学生に使って

いただいているという状況です。また、もう一つ、株式会社まちのわ様とプレミアム商品券等をオ

ンラインで提供するというものです。全国の自治体様の、いわゆる電子プレミアム商品券のプラッ

トフォームを提供ということもやっています。これも自治体様、地方の公共機関と取引ということ

も含めまして、やはりこういった DX は、先ほど自治体（の市場性）の非常に伸びが強いというと

ころをお話しましたけども、その足掛かりとなるサービスをすでに我々も提供していると言えるの

ではないかと思っております。 

 

続きまして、AI、これも我々の非常に大きな柱のビジネスとなっております。ただ、AI と言いまし

ても、我々は AI を単体で捉えているわけではなく、この資料にあります通り、データをインプッ

トする、つまり外からデータを収集するという分野を我々は、IoT システム開発という風に捉えま

して、インプットから、先ほどもお話ししたようなクラウドでデータを保管し、ストアとして捉え

ています。そして最後に、データを収集し保管した後に、データを解析するという部分がまさしく

AI 技術と思うんですけども、こういった一連のビジネスをクラウドと並んで、もう一つの柱とし

て提供しています。それを、データインテグレーションサービスと据え、ビジネスをしています。 
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そこで、一つお聞きいただきたいものがあります。 

（音声再生）株式会社 Fusic 事情報告 

これはですね、我々が 9 月に行いました株主総会においての事業報告で、我々で作った AI の声で

作成しました。声は、従業員の声なんですけども、これは彼女が実際に読み上げているわけではな

くて、用意したテキストを、彼女の声を学習した AI が読むということをやっております。こうい

った滑らかに、あたかも人が喋ったかのように読むという技術に関しては、我々が非常に注目をい

ただいている技術で、今後どんどん様々なものが自動化・機械化していく中においては、これまで

人が対応していたものを、機械が代わりに対応するということが出てきます。その時に、その機械

が対応する時の声として、我々の技術が使えるのではないかと考えます。例えば、放送分野やゲー

ムの分野、あるいはモビリティの分野で、無人タクシーや無人バス、そういった無人化するものに

対してこの声が使えないかということで、我々は現在、技術開発及び今後のビジネス展開というも

のを検討しているという状況です。 

こちら、取引実績ですが、太字で書いているところは、九州地区の企業様で、先日上場しました売

れるネット広告社様や、宇宙関連で非常に世界でも注目をされている QPS 研究所様など取引をさ

せていただいております。 

https://www.youtube.com/watch?v=xWaV5-JobLA&t=2s
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また、我々はプロダクトを提供しております。その一つが、この 360 度評価ツールでして、３６

０（さんろくまる）と言うのですが、日本においては、上から下を評価するということは多いので

すが、下からも、横からも、多面的に評価をしようという評価ツールで、現在 1,000 社以上、国内

だけではなく、海外拠点のお客様へも提供させていただいています。右側が、教育の DX を推進し

ていこうということで、sigfy という学校向けの連絡サービスです。連絡ツール自体は世の中たく

さんあるんですけど、スムーズさであったり、お金の授受であったり、学校にまつわる様々な困り

事を DX という観点から解決をしていくためのサービスになっております。右下の図にもあります

通り、2020 年 6 月の段階で、利用者の数が 2.7 万人から、直近 2023 年 6 月には、24 万人と約 9

倍になっており、現在も利用者を伸ばし続けているプロダクトになっています。今後しっかりと当

社の柱に成長させていきたいと考えております。 
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やっぱり我々は、技術を標榜する企業ということで、その競争力の源泉としては、いかに技術力を

高めていくか。そして優秀なエンジニアを教育あるいは獲得をしていくかというところになるんで

すけども、やはりまず一つは、新しい技術に「衣替え」をしていくというか、古い技術をしっかり

活かしながらも、新しい技術をどんどん獲得していくという、技術に取り組む土壌というものを、

いかに会社として確保するかということに注力をしています。技術と言いましても、様々な分野が

ありますが、複合的に連携させることが非常に重要になってきます。そこは、エンジニアというよ

りもセールス、マーケティングの人材でお客様のニーズ等を鑑み、検討しながら、技術をどんどん

結合させ、提供し展開していくといったところを、常に日々循環させているところが、我々の競争

力の源泉になるのではないかなと思っております。 
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では、第 1 四半期の決算ですけども、まず売上高としましては、約 4.4 億円。前年同期からする

と、15.3％の増加で、通期の進捗率としては 24.2％となりました。営業利益に関しましても、前年

同期比からすると、プラス 4％でありますけども、通期予想の進捗率で言うと、通期の 4 分の 1 時

点（25%）というところで考えますと、非常に進捗したと認識をしております。 

トピックスですが、先ほど資料上でもご説明をしました通り、まちのわ社と一緒に取り組んでおり

ます地域通貨アプリケーションが自治体様からの引き合いが多く、開発が非常に多岐に渡ったとい

うところもありまして、大きく牽引をしたと思っています。それ以外の分野においても、クラウド

を活用した開発や AI 関連の需要というものが堅調に推移した結果、概ね計画通り進捗をしたんで

はないかなと考えております。もう一つ、ポイントとしてはですね、利益は非常に進捗したなとい

うところがありますけども、今後より採用に注力していきたいというところがありますので、現時

点で利益の上振れというところはありますけども、非常に採用好調に進んでおりますので、現状で

は、（採用費の増大可能性があるため）業績予想の修正は行っておりません。 
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ここから少し細分化してお話をしたいと思います。全体の売上高は、4 億 3,900 万となっておりま

すけども、前期比では少しマイナスとなる部分もありますが、我々としては概ね元々のこの第 1 ク

オーターにおける目標はクリアをしているという状況になっております。第 1 クオーターは、元々

あまり売上的には、伸びにくいシーズンではあるんですけども、ありがたいことに大口のお客様

等々含めて堅調に伸長したかなというところです。 
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これは、営業利益率の四半期推移になります。第 1 クオーターは、2023 年 6 月期に続き、非常に

いい伸び率を示したと思っています。ただ今後ですね、やっぱり採用等々の人に対する投資という

ところもしっかりしていきたいなと思っております。 

 

これは、主な経営指標で上場時にもご提示いたしました。1 つは、営業利益成長率になります。

我々はもちろん、売上高も重視したいと思っておりますが、上場企業である以上、やはり利益をし

っかりと確保したい、大きな上下動というよりもしっかり着実に積み上げていくことを重要視して

おります。その観点から、営業利益成長率を 25％以上ということを一つ大きな目標として掲げて

います。また、昨今の生成 AI など社会に対する影響も含めますと、AI を含むデータインテグレー

ション事業の売上成長を確保していくというところにおいて、25％以上の成長を見込みたいと。ま

た、スタッフの数も 20％成長として支える形で目標を掲げているという状況です。 
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以上を踏まえまして、通期予想となるんですけども、売上高は、前期比 18.6％増加となっており

ますが、軸としているのは、営業利益の 25％増で、2023 年 6 月期の実績は 1.6 億円だったところ

を、次は 2 億円、つまり 25％成長を置きながら、種々の施策をしていこうという風に考えており

ます。じゃあどうやって上げていくのかというところで、今、非常に DX に対する需要は旺盛であ

ると認識をしております。その中において非常に重要なのは、リソースの強化、人員の拡充強化と

いうことになるんではないかと考えております。採用に関しては、比較的順調に進んではいるとい

う状況で、エンジニアの力を大きく引き出すマーケティング人材をしっかりと拡充していくことが

我々の重点政策の重要ポイントかなと思っております。もう一つが、付加価値をどう生むかという

ところになるんですけども、我々、特に宇宙衛星関連のデータ分野に投資をしております。先ほど

の、QPS 研究所様とのお取引の件もありましたけども、衛星を通して宇宙から地球を見て、その

地球のデータを活用してビジネスの課題を解決するというと、衛星を打ち上げる企業はあるんです

けども、地球の方に向けてデータを活用するという、そういったビジネスを推進している企業って

いうのはまだ多くない。我々が第一人者として、どう入っていけるかということを新規事業への積

極投資をしていきたい、と思っております。 

最後、成長戦略になるんですけども、二軸・四象限で捉えているんですけども、まず質の向上で、

組織面は、データ人材、AI 人材の拡充をしていこうと。そしてもう一つ、組織面の規模の拡大と

いうところは、エンジニアだけではなくセールス・マーケティング人材の拡充もしていきたいと考

えております。宇宙の分野で、事業規模の拡大、あるいは事業分野において、生成ＡI も含めて、
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今、世の中の関心が高い中で、古くから AI に関しては取り組んできたという強みを活かして、提

供価値をしっかり向上させていこうということを重点施策として置いているという状況です。 

 

 

この事業と規模の核で、新たな技術領域の進出というところで、二つお話をしたいと思います。ま

ず、クラウドのビジネスの分野における新しい技術の取り組みとしては、実は量子コンピュータ、

特にこの量子アニーリングの分野で、東京の技術の実績を持つ企業とも連携をいたしまして、実際

少しずつビジネスをしているという状況です。 
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量子コンピュータは、今日、明日でどうにかなるという技術ではありませんけども、我々の生活・

社会を大きく一変させるような技術になってくると思います。ここに取り組むということは非常に

重要だと思っております。そしてもう一つ、先ほどからお話をしている人工衛星のデータの利活用

について JAXA さんと電通さんと取り組んでいる農業分野における衛星データの活用の事例で、宇

宙から地球をより良くする有用な例だと思います。そこに加えて、先ほどもありました IoT での地

上面のデータなど、データを二軸で活用して、AI で解析することで、今まで見えなかったものが

見える、ということが期待出来ます。そういった意味においては、我々の持っているこれまでのア

セットと、衛星データというものをうまく活用することによって、シナジーを持っていけるんでは

ないかなと思っております。 

宇宙分野というのは、非常に夢のある分野で、子供たちに向けた、あるいは様々な企業様に向けた

教育とかブランディング活動を行っております。また、研究開発には自治体様や様々なところの協

力が必要というところもあり、実は福岡県の助成事業に採択されまして、農作物生産予測を行うな

ど、競争的資金の獲得等を進めている状況です。 

技術力だけではなかなか難しい、技術を結合させてどういった形で社会に適応させていくかという

人材というのは非常に重要かなと思っています。マーケティングとかセールスとか、あるいはデザ

イン、ブランディング、そういったところが重要になります。我々どちらかというと、図の左側

の、技術に寄った企業でしたので、まだまだビジネス力には成長の余地があると思っておりまし
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て、しっかり取り組んで、今行っているという状況です。発信強化、我々の技術を皆さんに使いや

すい形で提供するための展開、様々な機関と協力しながら、ブランディングを高めていくというこ

とをやっております。 

 

今この福岡に我々おりまして、非常にアジアに対する近さを感じます。先日、私もシンガポールに

行きましたけども、直行便で 5、6 時間ですぐにアクセスできるというのは、本当に地の利に優れ

た場所だなという風に思っています。こういったものを生かすっていうことも含め、海外売上を、

これから 3 年～5 年かけて、全体売上の 10％程度海外の売上としていきたいというところは一つ

大きな目標としております。 
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続きまして、質疑応答に進みたいと思いますけども、答えられる限りぜひ答えたいなと思っており

ます。どうもありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会者 [Q]：事前にたくさんのご質問が寄せられております。最初の質問から参ります。質問とい

うよりもエールに近いような感じでもありますが、「Fusic の社員の方々はとてもアクティブで活

動的な方が多いとお聞きしています。社長と副社長の活動的なスタイルや高いコミュニケーション

力が根底にあるとは思いますが、組織全体の活性化について、浜崎様の秘訣があれば教えてくださ

い。」  

濱﨑 [A]：ありがとうございます。私と納富がアクティブであるということは、否定はしないんで

すけども、それが会社にダイレクトに響いているかというのは、そこはよく分かりません。が、

我々の会社の重要な位置付けというか、社是に近いものが「多様であるということ」だと思ってい

ます。昨今多様性が叫ばれる以前から、ずっと我々は大事にしてきたんですけども、技術面におい

ても、あるいはプライベートにおいても、考え方とか生活の仕方がみんな違うと思います。我々の

会社が特に何か方向付けをするというのではなく、みんながやりたいことや思考していることを追

求して、それをビジネスとして形にするのは、（代表の）僕らの役目かなと思っているので。でき

るだけみんながやりたいことを許容しながら、その中でどうシナジーとして結び付けていくかとい

うことが、もしかしたらメンバーが自由に楽しくやっているように見える秘訣なのかなという風に

思っています。 

司会者 [Q]：次の質問に参ります。「成長戦略への取り組み状況はいかがでしょうか。」 

濱﨑 [A]：先ほど事業の説明においても成長戦略で四つお話をしましたが、衛星データ分野、AI 分

野において種々の取組みを行っております。やはり、我々が今非常に注力をしているのは、採用に

なります。IT 業界に限らず、各所採用難ではありますが、ありがたいことに、上場の効果もある

かもしれませんが、非常に多くの方に応募をいただいているという状況です。まずは成長戦略の柱

となるよう新たなメンバーを含め行っていきたいという風に考えております。 

司会者 [Q]：「最近 AI が流行しておりますが、御社の AI 機械学習のサービスと業績の展望につい

てご教示ください」という質問です。 

濱﨑 [A]：そうですね。おっしゃる通り今非常に AI がトレンドです。AI という言葉自体は、もう

非常に前からありましたし、我々ももう 5 年以上に渡って AI 技術を使ってビジネスをしてきまし

た。実は昨年ぐらいは、AI は若干下火になるんではないかと言われていたんですけども、今世間

を騒がせております生成 AI がまさしく 1 年ほど前に登場したということもあって、ビジネス、あ
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るいは社会に与える影響が、どんどん大きくなっているという状況です。我々のビジネスも拡大を

しております。先ほど紹介した AI 音声技術について、非常に大きな強みを発揮しておりまして、

先ほどお話をしましたように、どんどん機械化が進む中においては、我々は人とではなくて、機械

とのコミュニケーションが増えるであろうというところも踏まえて、音声分野は非常に注力をして

おります。また、生成 AI においても多くの技術が今、いろんな会社から揃ってきています。うま

く活用しながら、今度は企業に向けてどう実装できるかというタイミングに来ているのではないか

なと思っておりますので、引き続き AI の分野については、ビジネス展開をしていきたいと思って

おります。非常にいい形で今成長してきているのではないかなという風に思っております。" 

司会者 [Q]：次のご質問は、皆さんももっと聞きたいかもしれないですね。「宇宙分野の今後の成

長をもう少し詳しくお伝えいただきたい」  

納富 [A]：代表の納富と申します。よろしくお願いします。宇宙分野に関しては、先日、QPS 研究

所様が上場承認されましたが、今後より拡大すると考えております。今どういったところに取り組

んでいるかというと、JAXA 様らと定期的にミーティングを行わせていただいたり、自治体様と連

携をして、様々な課題が各地域に存在するので、その解決に取り組んだりしております。僕らがこ

の宇宙分野をどう捉えているかというと、新しい産業分野だと捉えております。クラウドコンピュ

ーティングは、大量のデータを一気に扱うところが得意で、さらに AI というのは、その大量のデ

ータを自動的に解析・分析するといったところが得意というところで、僕らが持っているクラウド

や AI の技術を大いに活用できる分野という風に思っていますし、今後一層伸びていくであろうと

思っております。現時点においては、宇宙から得られる観測データ、画像データが非常に高価なも

のになっているんですけども、今後これは間違いなく安くなっていくだろうと思っていますので、

そういった時代の到来に向けて、なるべく早いタイミングで参入してやっていきたいと思っており

ます。  

司会者 [Q]：ありがとうございました。では、次のご質問です。「十年後に目指す企業の姿につい

て、具体的に教えてください。」 

納富 [A]： 技術変遷でいうと、僕ら設立から 20 年経っているわけですけども、もう 10 年先は正

直どういった技術がトレンドを迎えているかっていうことは、IT という分野においては、なかな

か予測は難しい思っています。一方で、僕らの組織としてどういう会社でありたいかっていうと、

福岡で起業したというところもあるんですけども、ここにより多様な人材を集めつつ、日本を代表

するようなテクノロジーカンパニーになると思ってますし、僕らが会社の「存在意義」として記し

ているのが、「人に多様な道を 世の中に爪跡を」としていますけれども、今より多様な人材を惹

きつけるような会社でありたいと思ってます。爪跡という観点で言うと、売上規模も組織としての
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規模もまだまだ小さいと思っていますので、この部分は貪欲に成長を追いかけていきたいという風

に考えております。 

司会者 [Q]：次のご質問もよろしいでしょうか。「情報通信業種の株価の低迷に対して、御社では

どのような対応で株価の上昇を試みていますか。それとも株価低下対策のみに収録されています

か。」 

 納富 [A]：まず、株価に関して言うと、なかなかコントロールすることは難しいなと思っておりま

す。これは市場の環境や様々な外部要因もあると思っています。一方で、当社はグロース市場、

Q-Board に上場しているということもありますので、成長を期待されていると理解をしておりま

すので、着実に業績を伸ばしていく、さらに上場企業として適切なタイミングで情報をしっかりと

開示をしていくという IR により注力していきたいと思っております。やっぱり、業績を粛々と宣

言通りに伸ばしていくということが重要かなという風に捉えています。 

司会者 [Q]：「上場株価が下がってきておりますが、今後の株価対策はどうされていくのでしょう

か。」 

納富 [A]：当初公開価格が 2,000 円に対して、初値は上場後、6,500 円超をつけたと、非常に高い

数値をつけたということは、期待の表れだと嬉しくは思うんですけれども、そこから下がっている

のは事実であります。ただ、先ほど申し上げたように、株価に関して言うとあまりコントロールで

きるものではないと思っていますので、粛々と業績を伸ばしていくこと、および、しっかりと適切

なタイミングで情報を開示していくという風に思っています。 

司会者 [Q]：次に、「株主還元の方針について具体的に教えてください。」 

納富 [A]：現状においては、配当での還元ということは考えておりません。先ほども申し上げたよ

うに、グロース市場および Q-Board に上場しているということを考えると、会社の成長をもって

還元していく、すなわち皆様にキャタルゲインを得ていただく形で、株価を上げていくということ

が、株主の皆様への貢献になるんではないかと思っております。 

司会者 [Q]：はい、よくわかりました。ありがとうございます。では、次のご質問に参りたいと思

います。「メディアを通じて、もっと会社の成果やビジョンを積極的に広報していただけたらと思

っています。今後もっとプレスリリースやメディアへのインタビューを活用していく計画はありま

すか？」 

濱﨑 [A]：はい、今後しっかりと広報活動をしていきたいと思っております。一方で、この IR と

いう観点で言うと、お出しする情報というものもしっかりとこれから実績を積み上げたいと考えて
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おります。当社のホームページ等々では、我々の活動状況や社内の様子も含めて、随時公開してい

ますし、今後もより充実させていきたいと思っておりますので、ぜひそちらも見ていただければ嬉

しいなという風に思っております。 

納富 [Q＆A]：オンラインで質問いただいた量子コンピュータに関しての質問に回答します。 

「今後、量子コンピュータにも注力されるとのことですので、お聞きしたいです。量子アニーリン

グをどのように業界に応用する予定でしょうか？また、具体的な業界はありますか？」 

ここに関しては、実際、今取り組んでいるところは、東証プライムに上場している企業様のシフト

管理で、様々なアルバイト、正社員、契約社員の方々を多数の店舗で管理するにあたって、どうい

うシフト管理をするのが一番効率的だということに取り組んでおります。これは、論文も出ている

ような課題で、ナーススケジューリング問題など、多種の労働条件と、資格の有無など多数の条件

があるので、普通のコンピュータで計算するとなかなか難しいということがあります。従来だと、

人の勘に頼って、というところもあるんですけども、今回、この量子コンピュータ、量子アニーリ

ングの技術を使うことで、数分でそのロジックを提案するというようなことを実現しようとしてい

ます。こういった課題はおそらく今後多々あると思いますので、量子コンピュータ分野は、まだ成

長途上にあるという状況ではありますけども、今後適用できる範囲は広がっていくんではないかな

という風に思っています。 

司会者 [Q]：ありがとうございました。次の質問です。「他社に比べえ IR 活動が少ないように感

じておりますが、今後の IR 活動についてはどのようにお考えでしょうか。」 

濱﨑 [A]：はい。まず本日の場のように、投資家の皆様とお話をする機会は、これからもどんどん

増やしていきたいなという風に思っております。我々もまだ上場して 1 年満たない状況で、何分手

探りなところもあり、皆様にきめ細かく情報を届ける体制整備がまだできていないという状況では

ありますけども、我々としても、投資家の皆様とお話をするということは重要だと思っていますの

で、このような場でも、我々の IR 窓口もありますので、ぜひご意見いただきたいというところで

す。やはり、我々は当然皆様にちゃんとお伝えできるような、事業成果をあげていきたいと思いま

すので、頑張っていきます。 

司会者 [M]：残念ながら、時間が参りましたので質疑応答は終了したいと思います。今回時間の都

合でお答えできなかったご質問につきましては、株式会社 Fusic 様のホームページに後日掲載させ

ていただきます。どうもありがとうございました。 

最後に皆様に、一言メッセージをお願いしたいと思います。 
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濱﨑 [M]：お忙しいところお聞きいただき、ありがとうございます。先ほどご指摘いただいた部分

で、特に IR で、我々これからも皆様とコミュニケーションを取りながら、一事業もしっかりと成

長させていきたいと思っておりますので、ぜひ引き続きご支援をいただけるとありがたいと思って

おります。今後とも是非よろしくお願いいたします。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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免責事項 

本書き起こしの一部には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、将来の業 

績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は環境の変化など 

により、実際の結果と異なる可能性があることにご留意ください。  

本書き起こしに関して、当社は細心の注意を払っておりますが、内容に誤りがあった場合や、第三 

者によるデータの改ざん、データダウンロード等によって生じた障害等に関し、事由の如何を問わ 

ず一切責任を負うものではありません。また、本書き起こしに誤りが含まれている場合、通知な 

しに内容の変更を行うことがあります。 

 

 


